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９広報 くにとみ

「勇壮な舞いで観客魅了 」

㈰諏訪神社例祭が同神社
境内で開催され、県指定無形民俗文化財として
有名なバラ太鼓踊りが奉納されました。
　会場を訪れた観客は、その勇壮な舞いに魅了

され、盛んに拍手を送っていました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　（８頁に関連記事）

主な内容

◆◆救急車の利用について いま一度考えてみませんか！

◆◆受けてください！命を守る大切ながん検診

◆◆第 26 回国富町ふれあい短歌大会

◆◆まちの話題／町内各地で盛大に夏祭りが開催されました！　ほか

◆◆クラス訪問記／本庄中３年３組

◆スポーツ少年団紹介／森永ソフトスポーツ少年団
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１分１秒を争う事態 ⼤切な命を救うために、

救
急
車
の
出
動
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

　

救
急
車
は
�
急
病
や
怪
我
を
し
た
人
を
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め
に
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ま
す
�
し
か
し
�
近
年
�
単
な
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酒
酔
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打
撲
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切
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傷
な
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緊
急
性
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低
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と
思
わ
れ
る
救
急
要
請
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
�
不
適
正
な
救
急
車
の
利
用
は
�
重
症

な
患
者
さ
ん
の
搬
送
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
�
救
急
車
の
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し
い

利
用
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
�
う
�

救
急
活
動
の
現
状
�
宮
崎
市
消
防
局
管
内
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平
成
24
年
の
救
急
車
の
出
動
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１
４
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１
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�
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搬
送
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人
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国
富
町
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５
５
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で
し
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�
こ
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管
内
で
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１
日
当
た
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40
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4
件
�
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・
6
分
に
１
回
の
割
合
で
出
動

し
た
こ
と
に
な
り
�
１
年
間
に
34
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に
１
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の
住
民
が
救
急
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を
利
用
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
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し
か
し
�
救
急
車
を
利
用
さ
れ
た
方
の
約

３
割
の
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が
軽
症
と
診
断
さ
れ
て
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ま
す
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中
に
は
入
院
・
通
院
の
タ
ク
シ
�
代
わ
り
に

利
用
す
る
ケ
�
ス

や
�
や
�
や

夜
間
・

休
日
等

に
診
て
も
ら
え
る

病
院
が
分
か
ら
な

い
か
ら
呼
ぶ
な
ど

の
不
適
正
な
ケ
�

ス
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
�

※
但
し
�
一
方
で
救
急
車
が
必
要
な
場
合
で
も

我
慢
し
て
救
急
車
を
呼
ば
な
い
方
も
い
ま
す
�

　

症
状
に
よ
�
て
は
�
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
�
適
正
な
判
断
を
し
て
迷
わ
ず

１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
�

-９月９日９月９日は 「救急の日」 -は 「救急の日」 -

救急車の利用について
　　　いま一度考えてみませんか !

　

救
急
車
の
不
適
正
な
利
用
者
が
増
え
る
と
�

事
故
に
よ
る
大
け
が
や
心
筋
梗
塞
と
い
�
た

緊
急
で
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
方
へ
の
救
急

車
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
�

　

ま
た
�
財
政
負
担
の
増
加
と
な
り
�
ひ
い

て
は
住
民
負
担
が
増
加
し
ま
す
�

こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
救
急
車
を
！

不
適
正
な
救
急
利
用
が
増
え
る
と
・
・

意
識
の
障
害

●
意
識
が
な
い
�
返
事

　

が
な
い
�

●
ぐ
�
た
り
し
て
い
る

●
呼
び
か
け
に
対
し
て

　

返
事
が
お
か
し
い

　

�
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
�

吐
き
気
・
け
い
れ
ん

●
冷
や
汗
を
伴
う
よ
う
な
強
い
吐
き
気

●
け
い
れ
ん
が
止
ま
ら
な
い

●
け
い
れ
ん
が
止
ま
�
て
も
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が
も
ど
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な
い

け
が
・
や
け
ど
・
事
故

●
大
量
の
出
血
を
伴
う
外
傷

●
広
範
囲
の
や
け
ど

●
交
通
事
故
に
あ
�
た
�
強
い
衝
撃
を
受
け
た
�

●
水
に
お
ぼ
れ
意
識
が
な
い
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　県では、休日等の夜間において、小児救急患者の保護者等

からの電話による相談を実施しています。

◆こんな時にご利用ください

　夜間の子供の急病時、病院へ行った方が良いかどうか判断に

迷ったとき。

◆相談時間及び、相談先の電話番号（右参照）

相談料は無料です。ただし通話料は利用者負担となります。

◆相談対象者 県内に住む 15 歳未満の子ども及びその保護者。

※直接状態を診て行う診断・治療ではない為、限界があることをあらかじめご承知ください。

≪ダイヤル回線、ⅠＰ電話等からは下記の電話番号へ≫
 相談時間：土・日・祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）

　宮崎県・宮崎県医師会　☎３５－８８５５

全国瞬時警報システム（Ｊ
ジェイ

‐A
ア ラ ー ト

LERT）　全国一斉伝達試験を実施します。

▶総務課危機管理係　☎内線２１５

　国富町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国

瞬時警報システム（J-ALERT）から送られてくる国からの

緊急情報を確実に皆さまへお伝えするため、町内で緊急情報

伝達手段の試験を行います。

実施日時　平成 25 年 9 月 11 日㈬

　　【1 回目】11 時 00 分～　

   　【2 回目】11 時 30 分～

◎主な放送内容

情報伝達手段 放　　送　　内　　容

防災行政無

線の放送　

町内に設置してある防災行政無線から、
チャイムの定時放送と同じ程度の音量
で次の内容が一斉に放送されます。

　「これは、試験放送です」×３

　「こちらは、防災国富町です」

　（防災行政無線チャイム）

　

１
１
９
番
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落
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�
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①
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②
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え
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③
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潔
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④
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９
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あ
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９
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命
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に
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て
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先
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の
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広
報
く
に
と
み
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号
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に
掲
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し
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く
だ
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�
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と
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う
時
の
た
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に
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普
段
か
ら
備
え
ま
し
�
う
！

救急です！

消防ですか？ 救急ですか？

応急手当開始時間と救命曲線

「小児救急医療電話相談」のお知らせ
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　厚生労働省の推計によれば、生涯のうちにがんに罹る可能性は男性の 2 人に 1 人、女性の 3 人に 1 人と

されています。また、がんの発生には、喫煙・飲酒・食事などの生活習慣が密接な関係をもっています。

◆がん検診の目的

　　がん検診の目的は、がんを見つけることだけではあ

　りません。がんを早期発見し、適切な治療を行うこと

　でがんによる死亡を減少させることが、がん検診の

　目的です。

◆がん検診は定期的に受けましょう！

　　がんの診断や治療法は、急速に進歩しています。

　　しかし、がんは自覚症状がないまま進行していきま

　すので、気づいたときには手遅れ・・・ということも

　少なくありません。早期に発見するには、定期的に検

　診を受けることが重要です。

◆国富町におけるがん検診

　　次のがん検診は、国富町に住所のある方で、各検診の対象年齢に該当する方はどなたでも受けることが

できますので、受診を希望される方は、保健センターへお申込みください。

※ 1 女性特有のがん検診（クーポン）事業対象者の方は、無料で受けられます。

　※がん検診は主に集団検診での実施になります（一部、医療機関でも受けられるものがあります）。

　※宮崎県のがん情報サポートサイト「がんネットみやざき」では、宮崎県のがんに関する情報が掲載されています。

　　⇒ http://www.msuisin.jp/gan-net

 ★特定健診も実施しています !!（9 月・11 月）

　　国民健康保険の方で４０歳～７４歳の方は、生活習慣病に着目した特定健診を受診できます。

　　国富町では、新・総合健診として胃がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診を同時に実施

　しています。受診を希望される方（75 歳以上の後期高齢者医療保険の方も受診できます）は、

　保健センターへお申込みください。年に１回はぜひ健康診査を受けましょう !　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶お問い合わせ先　保健センター　☎７５－３５５３

９月は「がん制圧月間」

受けてください！
　　命を守る大切ながん検診

～ 今、 見つけてください。 見つかりにくい時にこそ、 見つけることの大切さ ～

 がんは、早期発見すれば９０％以上が治ります
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胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

　　　　　　　　　　　　　　　　
胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

Ｈ 23 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 22

国富町 18.7 17.0 11.8 10.4 20.4 17.2 22.8 21.6 1.5 2.0

県 7.7 7.4 13.5 14.1 15.6 13.6 24.0 23.7 6.1 6.7

全　国 9.2 9.6 17.0 17.2 18.0 16.8 23.9 23.7 18.3 18.8

がん検診受診率

 ※ここでいう「治る（治癒）」とは、全がんを対象とした診断時からの５年生存率です。

　　　　　　　　　　　　　　　　国富町 県 全国

「地域保健・健康増進事業報告」より

検 診 の 種 類 検 診 方 法 対 象 年 齢 受 診 間 隔 料 　 金

胃がん検診  問診及び胃部エックス線検査 40 歳以上 年１回 無料

大腸がん検診  問診及び便潜血検査（2 日法） 40 歳以上 年１回 無料

肺がん検診 問診及びヘリカルＣＴ検査 40 歳以上 年１回 3,000 円

前立腺がん検診  問診及び血液検査 50 歳以上の男性 年１回 無料

子宮がん検診  問診、視診、子宮頸部の細胞診及び内診 20 歳以上の女性 年１回 無料

乳がん検診　※ 1
問診及び乳房エックス線検査（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨー）、 
超音波検査

30 歳以上の女性 年１回 3,000 円

％

県の目標値５０％以上
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第
26
回
国
富
町 

ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会

　

８
月
４
日
㈰
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
�
を
会
場
に
し
て
�
第
26
回
国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
本
年
度
は
�
一
般

の
部
に
５
１
３
人
�
小
中
高
生
の
部
に
２
�
６
７
７
人
と
�
大
変
多
く
の
方
か
ら
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
�

　

当
日
は
１
３
１
人
が
参
加
し
�
午
前
中
に
６
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
�
県
内
歌
人
の
先
生
方
に
�
一
首
一
首
歌
評
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�

　

参
加
者
は
�
先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
�
今
後
の
創
作
活
動
に
活
か
そ
う
と
真
剣
に
聞
き
入
�
て
い
ま
し
た
�
午
後
に
は
�
永
田

和か
ず
ひ
ろ宏

先
生
か
ら
�
�
近
代
秀
歌
�
に
こ
め
た
メ
�
セ
�
ジ
�
と
い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
�

※
町
内
受
賞
者
の
作
品
（
敬
称
略
）

　
【
講
師
選
賞
】
※
青
字
は
同
賞
及
び
選
者
選
賞
の
受
賞
作
品

悲
し
み
を
か
な
し
み
と
書
け
ば
幾
分
か

　
　

や
さ
し
い
気
が
し
て
か
な
し
い
と
呟
く　
　

馬
乗
園
寛ひ

ろ

こ子

道
沿
い
の
草
刈
り
お
え
て
ひ
と
む
ら
に

　
　

置
か
れ
し
黄
花
風
の
過
ぎ
ゆ
く　
　
　
　
　

高
橋
美み

い

こ

井
子

綿
の
実
が
弾
け
綿
糸
の
生
る
る
こ
と

　
　

悦
び
ひ
と
つ
鉢
に
て
育
つ　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

公き

み

こ子

　
【
選
者
選
賞
】
※
青
字
は
同
賞
及
び
互
選
賞
の
受
賞
作
品

帰
り
た
い
で
も
帰
れ
な
い
我
が
町
に

　
　

い
つ
ま
で
続
く
ア
ト
ム
の
悪
夢　
　
　
　
　

児
玉　

和か
ず
ひ
ろ弘

赴
任
し
て
孫
の
�
直
樹
�
の
聴
き
し
と
ふ

　
　

牧
水
が
詠
み
し
城
山
の
鐘　
　
　
　
　
　
　

築
地　

紀の

り

こ子

し
た
た
か
に
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
卆
寿
で
も

　
　

認
知
の
妻
を
残
し
ち
�
死
ね
ぬ　
　
　
　
　

緒
方　

美み

と

し年

�
お
い
お
前
百
姓
の
せ
が
れ
か
よ
�

　
　

腰
の
い
ら
ぬ
を
鍬
が
笑
�
た　
　
　
　
　
　

徳
原　

忠た
だ
と
し利

参
�
た
な
い
つ
も
に
ぎ
や
か
三さ
ん
し
ま
い

姉
妹

　
　

毎
日
し
か
ら
れ
こ
ろ
こ
ろ
笑
う　
　
　
　
　

横
山
純
じ
�
ん
い
ち
ろ
う

一
朗

愛
想
よ
き
バ
タ
ヤ
ン
逝
き
ぬ
懸
命
に

　
　

生
き
し
敗
戦
の
昭
和
遠
の
く　
　
　
　
　
　

園
田
里り

つ

こ

津
子

晩
ご
は
ん
何
食
べ
た
い
と
妻
聞
く
が

　
　

要
望
ど
う
り
出
た
こ
と
な
い　
　
　
　
　
　

吉
野　

史ふ
み
た
か剛

言
葉
使
い
反
抗
期
か
と
注
意
す
る

　
　

娘
は
や
さ
し
く
思
春
期
と
返
す　
　
　
　
　

佐
藤
由ゆ

み

こ

美
子

　
【
互
選
賞
】

Ａエ
�
ケ
�
ビ
�

Ｋ
Ｂ

Ｔテ
�
デ
�
エ
ル

Ｄ
Ｌ

Ｔテ
�
ピ
�
ピ
�

Ｐ
Ｐ

　
　

私
の
頭
は
Ｓエ
ス
オ
�
エ
ス

Ｏ
Ｓ
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

水
元
慎し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

道
ゆ
ず
り
頭
下
げ
た
る
少
年
に

　
　

笑
み
が
こ
ぼ
れ
し
朝
の
輝
き　
　
　
　
　
　

高
八
重
美み

か加

手
の
ひ
ら
に
そ
�
と
捕
え
た
姫
ヒ
メ
ボ
タ
ル蛍

　
　

七
夜
の
命
と
今
日
も
ま
た
飛
ぶ　
　
　
　
　

吉
野　

華か

よ代

あ
り
が
と
う
そ
の
一
言
が
言
え
た
な
ら

　
　

母
の
苦
労
も
癒
え
た
だ
ろ
う
か　
　
　
　
　

田
中　

里り

え枝

娘
へ
の
仕
送
り
詰
め
る
ダ
ン
ボ
�
ル

　
　

妻
に
内
緒
で
そ
�
と
２
万
円　
　
　
　
　
　

矢
野　

一か
ず
ひ
ろ弘

太
る
か
ら
も
う
買
わ
な
い
と
決
め
た
の
に

　
　

思
わ
ず
手
に
す
る
期
間
限
定　
　
　
　
　
　

弘
松
明あ

か

り

香
理

※
小
中
高
校
生
の
部
（
敬
称
略
）

　
【
最
優
秀
賞
】

消
し
ゴ
ム
の
か
ど
を
使
う
の
少
し
い
や

　
　

も
�
た
い
な
く
て
使
い
た
く
な
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
小
６
年　

村
川
絵え

り

な

梨
奈

　
【
優
秀
賞
】

き
り
ん
さ
ん
く
び
が
な
が
い
ね
な
に
し
て
る

　
　

く
さ
を
た
べ
て
る
と
お
く
を
み
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
永
小
１
年　

芳
野　

陽ひ

な菜

重
た
い
な
み
ん
な
の
ご
は
ん
教
室
へ

　
　

力
を
入
れ
て
階
段
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
永
小
４
年　

岩
切　

響
き
�
う
へ
い平

ゆ
�
ら
ゆ
ら
五
月
の
空
を
ゆ
�
ら
ゆ
ら

　
　

親
子
で
仲
良
く
の
び
の
び
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
中
３
年　

山
崎　

由ゆ

き貴

太
陽
に
い
つ
も
照
ら
さ
れ
汗
だ
ら
け

　
　

最
後
に
か
け
ろ
僕
の
シ
�
�
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庄
中
３
年　

坂
上　

瑞み

ず

き騎

　
　

マ
ダ
ニ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
�
重
症
熱
性
血
小

板
減
少
症
候
群
�
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
�
に
か
か
�
た
患
者
が
�

県
内
に
お
い
て
３
例
目
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
�

　

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
�
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
�
と
は
�

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
�
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
�

　

主
な
症
状
は
発
熱
と
消
化
器
症
状
で
�
重
症
化
し

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
�
多
く
の
場
合
�
ウ
イ

ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
て
い
ま
す
�

　

マ
ダ
ニ
は
�
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
は
違
い
�

主
に
森
林
や
草
地
等
に
生
息
し
て
い
ま
す
�
草
む
ら

や
藪
な
ど
�
マ
ダ
ニ
の
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合

に
は
�
長
袖
の
服
�
長
ズ
ボ
ン
�
足
を
完
全
に
覆
う
靴

を
着
用
し
�
な
る
べ
く
肌
を
露
出
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
�

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
場
合
の
処
置

　

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
を
見
つ
け
た
ら
�
そ
の
ま
ま
と

ら
ず
に
�
で
き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て
も
ら

�
て
く
だ
さ
い
�
マ
ダ
ニ
を
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
�

マ
ダ
ニ
の
一
部
�
口
器
�
が
ち
ぎ
れ
て
皮
膚
に
残
�

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
�

●
症
状
が
で
た
場
合

　

発
熱
�
発
疹
�
消
化
器

症
状
な
ど
の
症
状
が
で
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
�
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た

こ
と
を
医
師
に
告
げ
て
く

だ
さ
い
�

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
�　

☎
７５
�
３
５
５
３

マ
ダ
ニ
に
よ
る

感
染
症
に

注
意
！！
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～ ９ 月 ２ ０ 日（金）発 売 開 始 ！ ～

図 書 館 だ よ り ▶町立図書館　☎ 75-9577

２階 美術の間

 「平成23 年・24 年度 県美展・宮日美展市美展入賞・入選作品展」
　　町内在住の方で、入選・入賞 された作品を展示します。

　　 ぜひご鑑賞ください。

 期 間　8 月 28 日㈬～ 9 月 18 日㈬
 　時 間　午前９時～午後５時
　　　　　（月曜日休館）

▶社会教育課　

総 合 文 化 会 館 だ よ り

6

 いよいよ 読書の秋 到来です !!

 ◆敬老の日 ◆敬老の日 ◆ におススメする本（一部を紹介しています）

「95 歳。今日をたのしく。もっと前向きに」吉沢久子・

　「ａｂさんご」黒田夏子・「老いてこそ遊べ」遠藤周作・

「海賊とよばれた男 上・下」百田尚樹・

「光圀伝」沖方丁・「また次の春」重松清・

「定年後の勉強法」和田秀樹・「心」姜尚中・

「桜ほうさら」宮部みゆき・「ペコロスの母

　に会いに行く」岡野雄一　ほか

 ◆夏休み期間中、涼しい図書館ではたくさんの

 子供たちでにぎわいました !

≪第２回 子どもマジック教室を開催≫

　8 月 4 日、11 日に行われた

「子どもマジック教室」に 11 名

の小学生が参加しました。友達

の前でマジックをして、人気者

になった児童もいました。

読み聞かせ会（無料）　 （毎週土曜日）

　　時間　午後 2時 30 分～（20 分間）
　　場所　おはなしのへや
上 映 会 （ 無 料 ）

　9 月 15 日 　「銀河がマロを呼んでいる」　（54 分）

　9 月 29 日㈰　「綾小路きみまろ爆笑 ! 最新ライブ名演集」（62 分）

　　時間　午後 1時 30 分～
　　場所　情報研修室

8 月 24 日㈯、ＭＲＴ micc で行われた「市町村対抗ご当地グルメ

コンテスト」に、国富町から国富町商工会青年部（発案者：中山慎
し ん ご

吾さん）が

参加し、国富産の千切り大根などをつかったお好み焼き風「国富焼き」

を出品しました。会場には、工夫を凝ら

した自慢のご当地グルメがずらりと並べ

られ、大勢の人が列を作るなどして大い

に賑わいました。「国富焼き」を試食され

たお客さんからは、「とても美味しい！」

「家でも作ってみたい」などの声も聞かれ、

とても大好評でした！

 オータムジャンボ宝くじ
３市２町（国富町・宮崎市・日南市・西都市・綾町）の観光

施設や教育施設などで利用できる、お得な周遊券 「みやざき

ミッシパスポート」 を販売しています。

利用施設 法華嶽公園（国富町）、青島パーク

ゴルフ場（宮崎市）、こどものくに（宮崎市）、

サンメッセ日南（日南市）など 合計２７施設

販売場所 ３市２町参画観光施設、宿泊施設 ほか

販売期間 平成２６年３月３１日㈪まで

販売価格 大人２，５００円、 小人（小学生）２，０００円

主催 宮崎県央地域観光リゾート推進会議
　　（宮崎市、日南市、西都市、国富町、綾町）

【お問い合わせ先】公益社団法人　宮崎市観光協会　☎２０ー８６５８

宮 崎 満 喫 !「みやざきミッシパスポート」
　オータムジャンボ宝くじの賞金は、１等 前後賞合わ

せて 3 億 9 千万円です。この宝くじの収益金は、市町村

の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策などの地域

住民の福祉向上のために使われます。

　１　　等　３億３，０００万円×１３本

　　　　　　（発売総額 390 億円・13 ユニットの場合）

　前後賞各　３，０００万円×２６本

　　　　　　（発売総額 390 億円・13 ユニットの場合）

発売期間　9 月 20 日㈮ ～ 10 月 11 日㈮まで
抽せん日　10 月 18 日㈮

【お問い合わせ先】公益財団法人　宮崎県市町村振興協会　☎２２ー７４０４

「市町村対抗ご当地グルメコンテスト」が開催されました！！
ー ２０１３ 夏  ＭＲＴ感謝祭 ー

出品された「国富焼き」
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　　　子育て家庭の親や子どもが情報交換や交流を図ることができます。
　　お気軽にご利用ください。
　　　※内容については変更になる場合がありますのでご了承ください。

　　　　　　                                 　　　　　　　　　　             お問い合わせ　▶福祉課　☎内線３２６

月 日 内　　　　容 月 日 内　　　　容

9

4㈬ 水遊び

10

1㈫ 4 館合同運動会（木脇児童館）

11㈬ リフレッシュ・ヨガ（講師） 9㈬ 読み聞かせ

18㈬ ブラック・パネルシアター 16㈬ おっぱい教室（講師）

25㈬ 砂場で遊ぼう・避難訓練 23㈬ シールで遊ぼう

30㈬ 花を植えよう

中央児童館（一般児童）　　☎ 75-9911
月 日 曜 時　　間 内　　容

9

7 ㈯ 午前 10 時 30 分～ プラ板制作

14 ㈯ 午前 10 時 30 分～ どろだんご作り

21 ㈯ 午前 10 時 30 分～ ドミノにチャレンジ

10

5 ㈯ 午前 10 時 30 分～ プラ板制作

12 ㈯ 午前 10 時 30 分～ オセロ大会

19 ㈯ 午前 10 時 30 分～ スライムを作ろう

木脇児童館（一般児童）　　☎ 75-4750
月 日 曜 時　　間 内　　容

9

7 ㈯ 午前 10 時 30 分～ はがき作り

14 ㈯ 午前 10 時 30 分～ ツリーイング

21 ㈯ 午前 10 時 30 分～ 手話教室・おもちゃ病院

10

5 ㈯ 午前 10 時 30 分～ プラ板制作

12 ㈯ 午前 10 時 30 分～ 竹とんぼを作ろう

19 ㈯ 午前 10 時 30 分～ 手話教室

子どもセンター（一般児童）☎ 75-7715
月 日 曜 時　　間 内　　容

9

7 ㈯ 午前 10 時 00 分～ アクアビーズ作り

14 ㈯ 午前 10 時 00 分～ パネルシアター（十五夜）

21 ㈯ 午前 10 時 00 分～ 避難訓練

10

5 ㈯ 午前 10 時 00 分～ プラ板制作

12 ㈯ 午前 10 時 00 分～ 健康体操（講師）

19 ㈯ 午前 10 時 00 分～ ネイチャーゲーム

森永児童館（一般児童）　　☎ 75-0339
月 日 曜 時　　間 内　　容

9

7 ㈯ 午後 2 時 00 分～ プラ板制作

14 ㈯ 午後 2 時 00 分～ ドミノであそぼう

21 ㈯ 午後 2 時 00 分～ お楽しみ会

10

5 ㈯ 午後 2 時 00 分～ 韓国語を楽しもう（講師）

12 ㈯ 午後 2 時 00 分～ ホッピング大会

19 ㈯ 午後 2 時 00 分～ カプラにチャレンジ

☆本庄地区　子育て支援センター（中央児童館内）【開設時間：午前 10 時～午前 11 時 30 分】

月 日 内　　　　容 月 日 内　　　　容

9

5㈭ エプロンシアター

10

1㈫ 4 館合同運動会（木脇児童館）

12㈭ 敬老の日のプレゼント作り 10㈭ エプロンシアター・キーホルダーを作ろう

19㈭ 絵画教室（講師） 17㈭ お絵かきをしよう

26㈭ シャボン玉あそび 24㈭ 読み聞かせ・避難訓練

31㈭ 体操教室（講師）

☆森永地区　子育て支援センター（森永児童館内）【開設時間：午前 10 時～午前 11 時 30 分】

月 日 内　　　　容 月 日 内　　　　容

9

3㈫ 音楽あそび（講師）

10

1㈫ 4 館合同運動会（木脇児童館）

10㈫ 読み聞かせ 8㈫ 音楽あそび（講師）

17㈫ 体操教室（講師） 15㈫ お絵かきをしよう

24㈫ 小麦粉粘土で遊ぼう 22㈫ 腹話術を楽しもう（講師）

29㈫ 秋を見つけよう

☆木脇地区　子育て支援センター（木脇児童館内）【開設時間：午前 10 時～午前 11 時 30 分】

月 日 内　　　　容 月 日 内　　　　容

9

6㈮ 敬老の日のプレゼント作り

10

1㈫ 4 館合同運動会（木脇児童館）

13㈮ 外遊び・避難訓練 11㈮ 小麦粉粘土で遊ぼう

20㈮ ベビーマッサージ（講師） 18㈮ 音楽リズム（講師）

27㈮ 読み聞かせ 25㈮ なぐり描きを楽しもう

☆子育て支援ひろば　（子どもセンター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※元町立川上へき地保育所 【開設時間：午前９時～午後２時】

～親子が安心して楽しく遊べる場～

国富町子育て支援センター・子育て支援ひろば　情報
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　　 まちの話題　

　８月 3 日㈯、4 日㈰の両日、本庄稲荷神社ヨイマカ祭が開催されま

した。この祭りには、国富町の夏の風物詩ともいえるヨイマカが登場。神輿

とヨイマカが激しくぶつかり合い、多くの見物客を楽しませていました。

　同日に、八幡宮大祭も開催。十日町地区周辺を神輿が練り歩き、獅子舞が

華麗なる舞を披露しました。また、元気いっぱいの子ども神輿や子ども獅子

舞も登場し、沿道から盛んに大きな声援と拍手が送られていました。

　８月 10 日㈯には、青年団盆踊り大会が行われ、「○×クイズ」や抽選会

など色々な催しが行われ、来場者を楽しませていました。また、8 月 24 日㈯、

25 日㈰の両日、諏訪神社例祭が行われ、県指定無形民俗文化財の「バラ

太鼓踊り」の勇壮な舞が奉納されました。

町内各地で盛大に夏祭りが開催されました！

中学生サマーサミット開催！町内の小学生が太陽光施設を見学

環境体験勉強会に参加した児童の皆さん

　8 月 9 日㈮、町内の中学校 3 校の生徒会役員の代表生徒

26 名が町図書館情報研修室に集まり、「第 8 回国富町中学生

サマーサミット」を開催しました。

　今年は、「よりよい生徒会活動を目指して」をテーマに

グループ討論が行われ、参加した生徒は、自校の学校の良さ

や課題、生徒会活動などを発表し、互いの学校を良くするた

めの、今後の取り組みなどを話し合

いました。このサミットは、町内の

中学校の生徒会役員の生徒が交流・

意見交換を行うことで、各学校の生

徒会活動が活性化されることを目的に、

毎年開催されています。

生徒達が活発に意見交換するサミットの様子

　8 月 2 日㈮、ソーラーフロンティア社と矢野産業では、

町内 4 校の小学生（17 名）に太陽光発電の仕組みや環境

問題を知ってもらおうと、亀の甲に設置している「国富メ

ガソーラー」で環境体験勉強会を開催しました。

　参加した児童たちは、ＤＶＤ映像をとおして地球温暖化

問題や地球を救う方法などの説明を受けた後、2 万１千枚

が並ぶ太陽光発電施設を見学し、

太陽の恵みに理解を深めていま

した。また、児童たちはソーラ

ーパネルを使った小型のソーラ

ーカー作りにも挑戦し、目を輝

かせながら制作を楽しみました。

諏 訪 神 社 例 祭

八 幡 宮 大 祭本庄稲荷神社ヨイマカ祭 青年団盆踊り大会
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　　 まちの話題　

親子でチャレンジ！陶芸大会第1回 よってみてん！ボランティア祭り

手話体験コーナーでの様子

　8 月 18 日㈰、町こども会育成連絡協議会（瀬尾 透
とおる

会長）

主催の親子陶芸大会が町武道館で開催され、約 50 名の親子

が一緒に陶芸を楽しみました。

　参加者は、講師である「エデンの園」の山本和
かずひろ

寛先生から、

造形方法などを教わり、皿やカップ

などの制作に取り組み、それぞれ思

い思いの形にしようと真剣な表情で、

土を丸めたり伸ばしたりしながら

完成させていました。

　完成した作品は、「エデンの園」

の窯で焼かれ、10 月に開催される

総合町民祭で展示されます。

講師の先生の説明を熱心に聞く参加者の皆さん

川﨑シチ子さん（竹田）< ご自宅にて >

　髙妻ヒデ子さんが 8 月 2 日に、また川﨑シチ子さんが

8 月 10 日にめでたく満百歳の誕生日を迎えられ、親族や

関係者の同席のもと、それぞれに百歳年金証書の交付と百歳

年金の支給が行われました。

　お二人ともご家族に囲まれ、とてもうれしそうにしておら

れました。いつまでもお元気で！

九州大会出場を決めた選手の皆さん

　8 月 5 日㈪に、「第 33 回九州ブロックスポーツ少年団

ミニバスケットボール交流大会」に県代表として出場する

「国富ミニバスケットボールスポーツ少年団」の皆さんが、

役場を訪問し、町から出場補助金が交付されました。

　教育長から激励を受けた選手の皆さんは、「最後まであき　教育長から激励を受けた選手の皆さんは、「最後まであき

らめずに全力でプレーし、

上位を目指してがんばりま

す」と健闘を誓いました。

　8 月 18 日㈰、「第 1 回よってみてん！ボランティア祭り」

（町ボランティア連絡協議会主催：髙妻高
た か し

志会長）が、町総

合福祉センターで開催されました。

　この催しは、ボランティア活動に取り組む団体や個人が

町民とふれあい、ボランティア活動への関心と理解を深め

る目的で、初めて開催されました。当日は、町内のボラン

ティア団体や個人が参加して、

「赤ちゃんハイハイ＆ヨチヨチ大会」

や芸能アトラクション、絵本の読

み聞かせ・手話・車いすの体験コ

ーナー、福祉バザー、その他たく

さんの催しが行われました。

髙妻ヒデ子さん（仲町）< 信愛ホームにて >

宮 崎 県 代 表 と し て 健 闘 誓 う！

会場：鹿児島県（薩摩川内市）

大会期間：8 月 16 日㈮
　　　　　 ～ 18 日㈰

㊗百歳　髙妻ヒデ子さん、川﨑シチ子さん
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踏
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小
西
久
仁
子

み 広場んなの
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俳句・川柳・短歌を投稿されるときは、投稿者の住所 ( 区名 )・氏名・

電話番号を必ず記入してください。また、特別な読み方をする漢字な

どは、正確に書いてふりがなを付けてください。投稿は、俳句・川柳・

短歌のうち、いずれか一作品とさせていただきます。　

　なお、投稿締切は毎月 20 日です。ただし、20 日が日曜・祝日等の

場合は翌日が締切です。( 掲載順は作品の優劣には関係ありません )

郵送のあて先：〒 880-1192　国富町大字本庄 4800

 　　　　　　総務課「広報くにとみ　みんなの広場」
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本庄高校 1 年

 福永　里
り さ

紗

筋
力
の
弱
り
を
杖
で
お
ぎ
な
え
ど
活
力
の
基もと基
も
と基
抜
け
て
行
く
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

別

府　
　
　

上
杉　

哲
夫

盆
前
の
墓
標
清
掃
の
出
合
い
場
に
若
く
朗
ら
か
な
一
組
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　
　

原　
　
　

高
見　
　

元

さ
は
さ
は
と
栴
檀
の
葉
の
揺
る
る
さ
ま
朝
に
夕
べ
に
瞳め
の
晶すず
し
か
り　
　
　
　
　
　
　

六

日

町　
　
　

築
地　

紀
子

よ
ろ
よ
ろ
と
ヨ
�
コ
ラ
シ
�
と
我
夫
婦
で
も
口
だ
け
は
元
気
旺
盛　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

永　
　
　

川
﨑　

貞
利

あ
い
た
た
た
！
ど
�
こ
い
し
�
と
声
を
出
し
膝
を
庇
ひ
て
ダ
レ
止
ミ
を
飲
む　
　
　
　

森　
　

永　
　
　

藤
川　

長
久

皆
勤
賞
に
心
ひ
ら
く
目
安
箱
く
じ
引
き
の
風
呂
順
番
森
デ
イ
の
余
裕
あ
る
配
慮
う
れ
し

犬　
　

熊　
　
　

渡
辺　

正
子

使
�
て
る
鍬
は
光
る
と
歌
に
あ
る
爺
婆
の
杖
は
百
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩　
　

原　
　
　

岡
田　

政
治

子
孫
等
と
関
之
尾
滝
に
水
し
ぶ
き
吊
橋
の
上
残
暑
涼
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
志
田
東　
　
　

瀬
尾　

義
春

木
脇
小
一
年
生
の
つ
ぶ
ら
な
瞳め
に
か
こ
ま
れ
踊
る
国
富
音
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

田

原　
　
　

川
越　

雪
弘

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
芝
生
の
間
あ
わ
い

ね
じ
花
の
数あ
ま

た

数あ
ま

た

数
多
咲
き
を
り
踏
ま
じ
と
歩
く　
　
　
　
　

一

丁

田　
　
　

園
田
里
津
子

終
戦
の
苦
労
を
思
い
出
し
乍
ら
今
の
健
康
幸
に
活いき活
い
き活
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
脇
馬
場　
　
　

籾
木
ミ
カ
エ

散
華
せ
ぬ
モ
ミ
ヂ
葵
は
日
の
暮
れ
に
花
び
ら
閉
じ
る
ひ
と
日
の
生い
の

ち命

い

の

ち命

い

の

ち　
　
　
　
　
　
　

若　
　

宮　
　
　

湯
浅
ミ
ネ
子

亡
き
友
の
憩
い
し
藤と
う

い

す

藤と
う

い

す

藤
椅
子

と

う

い

す

椅
子

と

う

い

す

三
年
を
過
ぎ
た
る
今
も
窓
際
に
在
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
日
町
西　
　
　

福
島　

妙
子

わ
が
庭
に
夾
竹
桃
に
百
日
紅
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
競
い
て
揺
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

留　
　
　

小
森　

テ
ル

真
夏
日
の
短
歌
の
会
に
和
服
召
し
装
ひ
涼
し
き
う
た
詠
む
友
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
脇
馬
場　
　
　

緒
方　

敦
子

法
事
に
て
皆
帰
り
来
し
に
ぎ
や
か
に
遺
影
の
顔
が
ほ
ほ
え
み
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

内　
　
　

寺
田
リ
ツ
子

第
４
回
　

宮
崎
県
市
町
村
対
抗

　

駅
伝
競
走
大
会
出
場
選
手
募
集

　

次
の
と
お
り
国
富
町
代
表
選
手
を
募
集
し
ま
す
�

◇
申
込
方
法　

直
接
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

◇
申
込
期
限　

９
月
20
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

◇
申

込

先　

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
�
後
日
�
詳
細
を
ご
連
絡
し
ま
す
�

◇
大
会
日
程
等　

平
成
26
年
１
月
13
日
㈷
�
成
人
の
日
�

　

午
前
10
時
ス
タ
�
ト
�
雨
天
決
行
�

◇
コ
�
ス

宮
崎
県
庁
前
を
ス
タ
�
ト
・

　

ゴ
�
ル
と
す
る
12
区
間
39
・

２
km
で
競

う
宮
崎
市
内
周
回
コ
�
ス

◇
区
間
・
区
分
・
距
離
等

お
問
い
合
わ
せ
先

　

▼
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係　

☎
内
線
４
２
４

区　
　

間

区　

分

対　
　

象　
　

者

１
区
・
９
区

�
1.8
km
・
1.5
km
�
小
学
生
男
子

男
子
の
小
学
５
・
６
年
生

８
区
・
11
区

�
1.1
km
・
1.0
km
�
小
学
生
女
子

女
子
の
小
学
５
・
６
年
生

５
区
・
７
区

�
2.7
km
・
3.4
km
�
中
学
生
男
子

男
子
の
中
学
１
�
３
年
生

３
区
・
12
区

�
5.0
km
・
5.7
km
�
高
校
生
男
子

男
子
の
高
校
１
�
３
年
生

６
区
・
10
区

�
4.8
km
・
7.4
km
�

一　

般

高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
39
歳
ま
で
の
男
性

�
う
ち
１
区
間
は
高
校
生
で
も
構
わ
な
い

�

４
区

�
2.6
km
�

40
�
49
歳

昭
和
39
年
４
月
１
日
�
昭
和
４9
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性

２
区

�
2.2
km
�

50
歳
以
上

昭
和
３9
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
男
性

「 は な び ら 」

　森永小 6 年
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町の主要施設・連絡先
役場 ☎ 75-3111 学校給食共同調理場 ☎ 75-1680

農村環境改善センター ☎ 75-2361 保健センター ☎ 75-3553

法華嶽公園管理事務所 ☎ 78-1943 シルバー人材センター ☎ 75-9003

クリーンセンター ☎ 75-7679 社会福祉協議会 ☎ 75-6267

一般廃棄物埋立処分場 ☎ 36-6138 老人福祉館「やちよ荘」 ☎ 75-2677

水源地 ☎ 75-2755

「暗闇で　命を守る　反射タスキ」　伊東　翼
つばさ

 さん（犬熊）
このページの各項目へのお問い合せは、
▼表示の担当へ電話でお願いします。

おお しし らら
Information

飼い犬・飼い猫の引き取り
毎週水曜日の午前中

宮崎県中央保健所 ☎ 28-2111

教育相談・スクールサポーター
教育委員会ではそれぞれに相談を受け付

けています。お気軽にどうぞ（秘密厳守）

【教育相談】　☎ 75-3893
　不登校について

【スクールサポーター】　☎ 75-3119
　いじめ・体罰や特別支援教育について

場所　町農村環境改善センター

心配ごと相談
 9 月 5 日㈭、19 日 （第１・３木曜）

　　午前 9 時 30 分～正午

場所　 ☎ 75-6267

司法書士専門相談
 9 月 12 日㈭、26 日㈭（第 2・４木曜）

　　午後 2 時～午後 4 時

　電話予約が必要です。

場所　町総合福祉センター  ☎ 75-6267
行　政　相　談

 9 月 19 日㈭（第３木曜）

　　午前 9 時 30 分～正午

国などの仕事について相談委員が応じます。

場所　 ☎ 75-6267

人権・なやみごと相談
 10 月 18 日㈮
　　午前 10 時～午後 3 時

場所　町総合福祉センター  ☎ 75-62679 月の納期について
　お手元の納付書を確認して、お早めに納付してください。納付書を紛失

された場合は、担当窓口へお問い合わせください。

町税・各種料金等

　◇固定資産税（第 3 期分）・国民健康保険税（第 3 期分）

　◇後期高齢者医療保険料（第 3 期分）・介護保険料（第 3 期分）

◇下水道事業受益者負担金（第 2 期分）

　◇保育料・町営住宅使用料・水道料金・下水道使用料の 9 月分

納付場所 納付書裏面記載の金融機関・コンビニエンスストア・役場の担当窓口

※後期高齢者医療保険料・介護保険料は、コンビニでは納付できません。

口座振替日 9 月 25 日㈬　※残高をご確認ください。

取壊し家屋の届出

家屋を取壊したときは、滅失登記

をしないと固定資産税が引続き課税

されます。登記されている家屋の場

合は法務局（宮崎市

別府町）へ、未登記

の家屋の場合は町税

務課まで届出をお願

いします。

▶税務課 　☎内線３６２

遺跡周辺で開発行為を行う場合
は事前に相談・照会を！

町内には多くの遺跡（古墳など）

が多く点在しています。遺跡周辺の

土地については、規制がかけられて

いる場合がありますので、開発など

の計画がある方は事前に町社会教育

課にお問い合わせください。

▶社会教育課 　☎内線４２２

10 月 1 日現在で、全国一斉に住宅・土地統計調査

が実施されます。この調査は、住まいに関する現状や

変化を明らかにするために、住宅の数や設備、土地の

保有状況などを調査します。町内では、３２調査区が

国から指定され、約５５０世帯が調査対象となります。

　調査の対象となる世帯には、9 月下旬ごろから県から

任命された調査員が伺いますので、調査の際には、皆様

のご協力をお願いします。

※回答された内容は、統計法に基づき秘密は厳守されます。

▶企画財政課　☎内線２３７

ホッケストック 2013 ミュージックフェスティバル

日　　程　平成 25 年９月 21 日㈯ ～ 22 日㈰
　　　　　開場　10：00　　開演　11：00 ～ 20：00（予定）

開催場所　法華嶽公園　第１駐車場横「カンナ広場」

入 場 料　前売券 1,500 円　当日券 2,000 円　２日間通し券 3,000 円

　　　　　（中学生以下　無料）　

　　　　　※事務局にて電話予約

お問い合わせ

▶ホッケストック２０１３実行委員会事務局

　代表　山下和幸　☎０９０－４４８８－９８１９

　今年も 2 日間開催します。

　県内外から 30 組以上の

　ミュージシャンが出演します。

住宅・土地統計調査のお知らせ
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～おなかまわりすっきり教室～

日時　9 月 27 日㈮
　　　午後１時 30 分～３時 30 分

　　　（受付午後１時～ 1 時 30 分）

場所　町中央体育館

内容　「夏バテ解消すっきりヨガ ２」         

講師　健康運動指導士等

※直接会場へお越しください。

※運動できる服装・シューズ・タオル・

　飲み物などをご準備ください。

▶保健センター　☎７５－３５５３

　こわれたおもちゃを無料で治療す

るおもちゃ病院を開設します。古い

おもちゃもみていただけます。まだ

まだ遊びたい、そんなおもちゃがあ

りましたら持参してください。

日時　9 月 21 日㈯
　午後１時 30 分～４時

　※受付は 3 時まで

場所　木脇児童館

料金　無料（部品等が必要な場合は

　実費をいただきます）

▶木脇児童館　☎７５－４７５０

◆支援員（臨時職員）

　知的障がい者のための生活・作業

等の療育・援助および地域生活に向

けての支援・援助をしていただく方。

　業務時間

　① 8:30 ～ 17:15　

　② 6:30 ～ 15:15

　③ 12:15 ～ 21:00

　④ 15:00 ～翌 9:30 （夜勤月 5

      回程度）

◆調理員（臨時職員）

　知的障がい者のための食事提供に

係る調理業務をしていただく方。

　業務時間

　① 5:00 ～ 13:45（早出）

　② 9:30 ～ 18:30（遅出）

賃金　法人規定により支給

資格要件　特になし

▶宮崎県社会福祉事業団

知的障害者総合福祉施設　向陽の里

　総務課　井上　☎７５－２２００

日時　10 月 6 日㈰
　午前 10 時～午後４時（要予約）

場所　○宮交シティ紫陽花ホール　

　○都城市中央公民館

　○延岡市社会教育センター

　○日南市生涯学習センターまなびピア

相談内容　登記、戸籍・国籍、供託、

　人権、公正証書　など

相談員　宮崎地方法務局職員、公証人、

　司法書士、土地家屋調査士、　人権

　擁護委員

※ご相談内容など秘密は厳守しま

す。安心してご相談ください。

▶宮崎地方法務局　☎２２－５１２５

～下水道への接続をお願いします～

　「 下 水 道 の 日 」 は 昭 和 36 年 に、

当時著しく遅れていたわが国の下水道

の全国的な普及を図るために設けられ

ました。

下水道は、住民に安全で快適な生活

を 確 保 し、 河 川 等 の 水 質 汚 濁 防 止

のための重要な役割を果たすととも

に、良好な水環境を創造するために

必要不可欠な生活基盤施設であり、

引き続きその積極的な整備を推進す

るものです。

　本町では、平成６年に下水道事業

に着手し、利用区域の拡大に努めて

います。排水区域（整備工事の完了

区域）にお住まいの方で、くみ取り

式トイレを利用されている方は３年

以内、水洗トイレを利用されている方

は速やかに接続するよう、下水道法で

定められています。

　まだ下水道に接続されていない方

は、早めに工事を行っていただきま

すようお願いします。

▶上下水道課　☎内線３４４

　成人式を、平成 26 年 1 月 12 日㈰
に開催します。

※「成人の日」

ではありません。

お問い合わせ

▶社会教育課　☎内線４２３

　県労働委員会では、労働者個人と

使用者との職場でのトラブルに関す

る労働相談を無料で行っています。

　次の期間は、平日夜間、土曜日、

日曜日も対応いたしますので、お気軽

にお問い合わせください。

※相談内容については、秘密を厳守い

　たします。

日時　10 月 7 日㈪～ 13 日㈰
平日　8：30 ～ 20：00　土・日曜日　9：00 ～ 17：00

※土・日に来局される方は、事前に連絡をお願いします。

場所 県労働委員会事務局（県庁 3 号館 6 階）

対象者 県内事務所に勤務する労働者

　又は使用者

相談方法 面談、電話、メール、ＦＡＸ

▶宮崎県労働委員会事務局

働くあんしんサポートダイヤル　☎２６－７５３８

　　～安全で安心な町づくり～

振り込め詐欺に注意！！

被害防止のポイント

・すぐに振り込まない

・一人で振り込まない

・事実を確認する

・家族や警察に相談する

▶警察本部相談窓口　☎２６－９１１０

警察相談専用電話（短縮ダイヤル）☎「♯９１１０」

≪ＪＩＣＡボランティア秋募集説明会≫

　「青年海外協力隊」「シニア海外ボラ

ン テ ィ ア 」 の 秋 募 集 が 10 月 1 日

㈫から 11 月 5 日㈫の期間で実施
されます。興味のある方は、お問い
合わせください。
▶ＪＩＣＡデスク宮崎　☎３２－８４５７

　本年度の運動重点活動は　「毎日

プラス一皿の野菜」ちょっと意識し

て美味しく野菜を摂る事で、理想的

な食生活に近づきます。

　生活習慣病を予防するために、い

つもの食事にプラス一皿の野菜を食

べましょう。

▶保健センター　☎７５－３５５３

13

情 報 広 場 平成２４年度「ぼくの・わたしの交通安全標語」　優秀作品

平成２４年度「ぼくの・わたしの交通安全標語」　優秀作品

健 康 づ く り 教 室 の 案 内

おもちゃ病院のお知らせ

向陽の里　支援員・調理員募集

９月１０日は「下水道の日」

成 人 式 の お 知 ら せ

全国一斉！法務局休日相談所

９月１１日は「警察相談の日」

ＪＩＣＡ  青年海外協力隊・
シニア海外ボランティア募集

９月は「食生活改善普及運動月間」

「労働相談週間」について
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相談機関 電話番号 相談受付時間

国富町保健センター 75-3553 平　　日

宮崎県中央保健所 28-2111 平　　日

こころの電話 32-5566
平　　日

午前 9 時～午後 7 時

NPO 法人　　　　
宮崎自殺防止センター

77-9090
水曜・金曜・日曜

午後 8 時～午後 11 時

宮崎地方法務局　　
　　　　人権擁護課

22-5124
平　　日

午前８時 30 分～午後５時 15 分

会場：保健センター　　☎ 75-3553
マタニティークラブ（母親学級）

　9 月 25 日㈬ 午後 1 時 30 分～２時受付
出産 ～ 育児編

「出産 ～ 赤ちゃんとのＨａｐｐｙ Ｌｉｆｅへ」
○次回は 10 月 29 日㈫です。

にこにこサークル（乳児相談）

9 月 12 日㈭　午後 1 時～ 2 時受付
※対象は１歳未満の乳児です
○次回は 10 月 1 日㈫です。

マンマクラブ（離乳食教室）

9 月 25 日㈬　午前 9 時 30 分～ 10 時受付
※対象は 1 歳未満の乳児及び保護者

○次回は 10 月 29 日㈫です。

1 歳 6 か月児健康診査

9 月 13 日㈮　午後 1 時～ 1 時 45 分受付
※対象は H24.1.1 ～ H24.2.29  生

2 歳児歯科健康診査

9 月 11 日㈬　午後 1 時～ 1 時 30 分受付
※対象は H23.1.1 ～ H23.2.28  生
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編編

集集

後後

記記

おお Information

9 月の休日在宅医

健康カレンダー

町の人口

（８月１日現在）

(　) 内は前月比

総　計

7,777 世帯

（+11 世帯）

20,190 人

（+10 人）

9,432 人

（+14 人）

10,758 人

（-4 人）

 ７月の動き＝出生 12 人、死亡 15 人

 　　　　　　転入 56 人、転出 43 人

男男男 女女

孝孝

　　内科、外科、小児科等　　　　　　精神科
1 日 ㈰ 綾立元診療所（ 綾 ）77-0333 高 宮 病 院 24-5678

8 日 ㈰ にしぞの内科（ 高 岡 ）82-5522 西都病院（0983）43-0143

15 日 ㈰ 棚田内科泌尿器科（ 国 富 ）75-1000 井 上 病 院 39-5396

16 日 ㈪ こむら内科医院（ 高 岡 ）82-5611 宮崎若久病院 51-1548

22 日 ㈰ こざくら整形外科（ 国 富 ）75-2121 若 草 病 院 28-2801

23 日 ㈪ 平山こどもクリニック（ 国 富 ）75-5600 西都病院（0983）43-0143

29 日 ㈰ けいめい記念病院（ 国 富 ）75-7007 井 上 病 院 39-5396

※休日在宅医は変更になる場合があります。（新聞等でご確認ください）

心の悩み相談

　

今
年
は
�
全
国
的
に
猛
暑
の
夏
と
な
り
�

9
月
に
入
�
て
か
ら
も
�
日
中
は
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
�
最
近
�
よ
う
や
く

朝
晩
が
幾
分
か
涼
し
く
な
り
�
虫
の
声
に
も

な
ん
と
な
く
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
�
て
き
ま
し
た
�

　

秋
と
い
え
ば
�
読
書
の
秋
�
食
欲
の
秋
�

ス
ポ
�
ツ
の
秋
と
色
々
な
秋
が
あ
り
ま
す

が
�
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
秋
を
楽
し
ま

れ
ま
す
か
？

　

私
は
毎
年
�
お
い
し
い
食
べ
物
の
誘
惑

に
負
け
て
食
欲
の
秋
で
・
・
�
今
年
こ
そ

は
�
ス
ポ
�
ツ
や
読
書
の
秋
を
楽
し
み
た

い
と
思
う
・
・
今
日
こ
の
頃
で
す
�

　

さ
て
�
9
月
と
い
え
ば
�
台
風
や
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害

が
多
く
な
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
�
皆
さ
ん
�

く
れ
ぐ
れ
も
風
水
害
対

策
は
万
全
に
！

本庄高校創立 100 周年！生徒・教員が善意の献血

　　

　7 月 27 日㈯、「第 2 回 国際交流（台湾・国富友好の集い）
　　　　　　

、「第 2 回 国際交流（台湾・国富友好の集い）
　　　　　　

合唱団コンサート」が町農村環境改善センターで開催され

ました。このコンサートは、台湾

の合唱団と町内の「くにとみ菜の

花コーラス」・「くにとみ男声合唱

団樫の木」が、音楽をとおして文

化交流をはかり友好の和を深めて

いくために行われています。

　　　　　　　　

今年で創立 100 周年を迎える県立本庄高等学校の生徒・

教員の皆さんが７月22日㈪、

創立 100 周年にちなんで

100 日前祭を開催し、善意

の献血を行いました。

 参加した生徒は「一人でも

多くの方の命が助かれば嬉し

いです」と述べていました。

敬老の日

秋分の日

来場者を魅了 !! 国際交流合唱団コンサート
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「楽しくがんばっている」学級紹介

　　団結力があり、 やるときにはやるクラスです！！

本庄中 3年 3組クラス訪問記クラス訪問記

笑顔と元気が合い言葉笑顔と元気が合い言葉

メールアドレス　shirataman@town.kunitomi.miyazaki.jp　※お便りをもらえたら、ぜったい返信するクニ！

　本庄中学校３年３組の学級紹介をします。

　男子１９名女子２０名合計３９名の元気で

明るい学級です。学級目標は「Life is ポジテ

イ ブ ～ い つ や っ と？ 今 じ ゃ が 」 で す。 学 習、

係活動、行事に積極的に取り組もうという意味

を込めて、みんなで話し合って決めました。

３年３組の一番好きな教科は保体です。体を

動かすことが好きで、運動の苦手な人もみんな

取り組むところがいいです。ケンカをすること

もありますがケンカするほど仲がいいです。給食

の残食がほとんどありません、先生の分も食べて

しまうほどです。

夏休みは、第２回地区実力テストと入試に

向けて勉強を頑張りました。２学期は体育大会

で応援と競技のダブル優勝をし、その勢いで文化

発表会の合唱の部で金賞をとりたいです。これから３年３組の快進撃が始まります。活躍を期待して下さい！

　卒業まであと半年、本庄中を卒業するときに、後輩から「３年３組のような学級をつくりたい」と目標にされるよう

な学級をみんなで作っていきたいです。

本庄中 3 年 3 組のみなさん

しらたマンしらたまちゃん

「国富焼き」はとっても大好評だったクニ！

― 21 ―

国富町のグルメをＰＲしたトミ♥

　　　　　　夏休みも終わって、もう秋だというのにまだまだ暑いトミ。今年の夏はかなり暑

　　かったけど、しらたまちゃんは、国富のおいしいものをたくさん食べたので、夏バテ

　　しなかったトミ！おいしいものと言えば、８月２４日はＭＲＴ感謝祭の「市町村　　しなかったトミ！おいしいものと言えば、８月２４日はＭＲＴ感謝祭の「市町村

　　対抗ご当地グルメコンテスト」に行ってきたトミ♪　　対抗ご当地グルメコンテスト」に行ってきたトミ♪

　　　商工会青年部が「国富焼き」をつくって大好評だったトミ。　　　商工会青年部が「国富焼き」をつくって大好評だったトミ。この「国富焼き」は

　　国富産の千切り大根、ニラ、ピーマン、豚肉でできているんだトミ。お好み焼きみ　　国富産の千切り大根、ニラ、ピーマン、豚肉でできているんだトミ。お好み焼きみ

　　たいでとってもおいしいし、体にも良いトミ。しらたまちゃんは１枚では足りなか　　たいでとってもおいしいし、体にも良いトミ。しらたまちゃんは１枚では足りなか

　　ったので、やさしいしらたマンが分けてくれたトミ　　ったので、やさしいしらたマンが分けてくれたトミ～ ♥

　　　まだお店では食べられないけど、食べられるようになったらお知らせするので、　　　まだお店では食べられないけど、食べられるようになったらお知らせするので、

　　それまで待っていてね！！　　それまで待っていてね！！
「国富焼き」を食べた

　　みんなの感想を待ってるクニ！
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　森永ソフトスポーツ少年団は、創立から 35 年を迎える歴史あるスポ

ーツ少年団です。現在、団員は 7 名（6 年生 4 名、4 年生 1 名、3 年生

2 名）で、武田監督の指導のもと、楽しく時には厳しく、練習や試合を

行っています。

　練習日は、週 4 日（水曜日、金曜日、土曜日、日曜日）で、近年、

団員の減少により、今年から八代ソフトと合同で試合や練習を行って

います。「スポーツをやってみたい」と思う小学生の皆さん、ソフトボ

ールを一緒にやってみませんか！まずは一度、練習を見に来てください。

待ってます！！入団、見学をご希望の方は、遠慮なくご連絡ください。

森 永 ソ フ ト ス ポ ー ツ 少 年 団

　　森永ソフトスポーツ少年団

【練習日】

○水・金曜 16：30 ～ 19：00（森永小グラウンド）

○土・日曜   9：00 ～ 12：00 （森永小 / 八代小グラウンド）

【指導者名】　代表指導者　武田光治

【加入申し込み時の連絡先】

　代表指導者　武田　光治 ☎ 080-5251-1576

育 成 会 長 村岡　政章 ☎ 090-3328-8949

スポーツ少年団紹介

― １4 ―
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きらり輝く★我が家のアイドル

　　　横山　竜
りゅうが

芽　くん（1 歳）

　　　【嵐田】　寿哉・渚さんの長男

　　　　　　　　

　　竜～ 1 歳おめでとう♪

　　これからもたくさんの笑顔みせてね！！

　　そして元気に大きく育ってネ♪♪

　　　長友　雷
ら い き

林　くん（1 歳）

　　　【仲町】　雷・美華子さんの長男

　　　　　　　　

　　もうすぐ 2 歳になります！！

　　元気いっぱいで、プールが大好きです！

　　いっぱいお友達を作って遊ぼうね♪


